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アクションリサーチとは，目標をフィールド

である地域の人々の手で設定し，生み出す結果は

地域にとって最も適した形で活用できるように提

供される研究手法である。研究者の役割は，地域

住民が個々の持つ問題を意識化できるように支援

し，自治体や行政担当者への通訳者としての役割

を担うことである。医療従事者は，各々の領域に

おける専門的な知識により地域住民の生活をコン

トロールし，地域の自己効力感を損ね，エンパワ

メントのプロセスを阻害しかねない立場である。

自然主義的調査に比べると長い時間がかかり，コ

ミュニティ内部等での対立など予期せぬ問題が生

じることも考えられる。しかし，地域住民と調査

者相互の信頼と連帯感を育み，パートナーシップ

を形成する方法としては非常に有効なリサーチと

考える。アクションリサーチを通じて，人々が自

ら問題を顕在化させ，行為の結果を理解する思考

や行動の仕方を学習し，より解決を探求するプロ

セスの継続へ導いてゆくことができる手法とし

て，看護における教育や研究に有用であろう。

なお“人類学モデル”とは，既知の事実から因

果関係を引き出す“疾病モデル”とは違い，文化，

環境，教育，治安，経済政策など社会的視座に立

ち，総合した影響関係を明らかにすると筆者は述

べている。人々が自身の健康状態を理解し対処で

きるかは，必要とする保健医療サービスの種類と

の関連がある。

私たちは，人々の住む地域において，健康問

題に影響を及ぼしていると思われる社会的，文化

的，歴史的，環境的要因の特性を十分に認識した

うえで関わることが必要なのである。また，人類

学に基づいた研究方法である自然主義的研究は，

1つの理論が支配してしまう実証主義に基づく実

験科学的理論の研究とは違い，経験に基づく「意

味づけ」とデータを解釈するうえで重要である「パ

ターンの一貫性」が利点であるとしている。自然

主義的理論に基づき研究を進めることは，複雑な

人間の社会システムにおいて，解決すべき問題を

的確に理解したうえで，段階的に明らかする研究

方法なのである。「正しいものは一つ」と考える実

証主義的アプローチに比べ自然主義的アプローチ

による研究は「物事をみる正しい方法はいろいろ

ある」と考える。つまり「問題を解決する方法は複

数ある」とするからである。調査者がコミュニティ

に深く関わり，常時観察した内容を考察すること

により，調査方法や結論の修正が可能となるこう

した研究方法においては，妥当性と信頼性は実験

的科学的方法と同様に保たれるであろう。

本書は，個々の健康状態に合わせ，環境や社

会に働きかけ最適な状態を維持できるような援助

が“看護”であるということを再認識する機会を与

えてくれる貴重な 1冊である。
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